
団体名：IELTS  (IDP:IELTS Australia) 

１．各試験団体における試験対策問題集作成の基本的な考え方 

＜確認の観点＞ 

・問題集に掲載する問題と実際に出題する問題との関係性はどのようなものか 

（基本的な考え方や同一問題又は類似問題出題の考え方など） 

＜回答＞ 

IELTSの問題作成あたっては以下のＰＤＦ資料“Ensuring quality  and fairness  in international  

language testing”9枚目（冊子内 7ページ目）において以下のように公表している。 

https://www.ielts.org/-/media/publications/quality-and-fairness/quality-and-fairness-2015-

uk.ashx?la=en 

 

公式問題集などは上記の考え方に基づき独自に Cambridge English Language Assessment（以下

Cambridge）監修のもとで出版されている。問題集に掲載する問題は独自のもので、実際の試験

で出題されているものではない。 

関連リンク→（https://www.ielts.org/book-a-test/prepare-for-your-ielts-test） 

IELTSの問題作成を行っている Cambridgeに関しては資格・試験監査機関である Ofqual

（https://register.ofqual.gov.uk/）によって試験の内容、実施体制及びテストの信頼性・妥当性等

について厳密な第三者評価が行われている。 

IELTSの出題にあたっては、Cambridgeにより作成された Pretestingにより IDPや British Council

によって各国で試験的に実施され、そのデータに基づき最終的に Cambridgeによる監修のもと

問題が作成される。Pretestingに関しては Cambridgeのサイトを参照。

（https://www.cambridgeenglish.org/why-choose-us/producing-exams/pretesting/） 

また、Pretestingを含む IELTSの問題が作成されるまでのプロセスは以下を参照のこと。 

https://www.ielts.org/about-the-test/how-we-develop-the-test 

（問題作成ステージ毎に要クリック。作成ステージは次の通り：Commissioning, Pre-editing, 

Editing, Pretesting, Standard fixing, Test construction and grading） 
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・英語力が向上していないのに点数が取れるような対策となっていないか 

＜回答＞ 

IELTSは総合的な英語力が向上しない限り、問題集からの暗記などによる日本の従来の方法では 

Band scoreの向上は全く望めない。世界が認めるテストとして年間 300万人以上の受検者がお

り、留学や就労の他、イギリス、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドでは移民のため

に必要な英語力の証明として使われていることからも英語の判定テストとしてのその公平性と

信頼性は非常に高い。 

その質と公平性に関しても以下の資料を通して公表している。 

https://www.ielts.org/-/media/publications/quality-and-fairness/quality-and-fairness-2015-

uk.ashx?la=en 

２．問題漏洩などの不正を疑われないために注意して取り組んでいること 

＜確認の観点＞ 

・どのような漏洩対策を行っているか 

＜回答＞ 

Securityに関しては以下のＰＤＦ資料“Ensuring quality and fairness  in international  language 

testing”の 11枚目（冊子内 9ページ目）で以下のように公表している。 

https://www.ielts.org/-/media/publications/quality-and-fairness/quality-and-fairness-2015-

uk.ashx?la=en 
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以下はさらにテスト前、テスト当日、テスト後、そして通常行っている漏洩対策にわけ、表に

まとめたものである。 

 

 

・関係規定はあるか 

＜回答＞ 

Test Centre Administrator用の業務マニュアル等で規定されている。 

また、監査報告書の項目にコンプライアンスの重要項目として列記されている。 

（上記は機密扱いのため詳細は非公表） 


